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1. はじめに

現在の日本では，高齢化が急速に進み，高齢者が普段の

生活圏内の範囲において，不慮の事故や事件に巻き込まれ

る割合が上昇している. そのため，危険箇所等を高齢者が
回避し，事故や事件に巻き込まれる可能性を未然に防ぐこ

とできるシステムが求められている. 我々はスマートフォ
ンの GPS や各種センサにより得られたデータより蓄積さ
れたデータをサーバに蓄積し，利用者が情報を共有できる

システム TLIFES （Total LIFE Support system）を提
案している [1]．本稿では TLIFESの機能強化として，ス
マートフォンのカメラ機能を利用した散歩ナビゲーション

システムを提案する.

2. TLIFESの概要

TLIFESは，スマートフォンの通信機能とセンサ機能を
活用し，高齢者やその高齢者を見守る人にとどまらず，様々

な人同士で情報を共有できるシステムである．TLIFESに
関係する人全員がスマートフォンを所持することを前提と

し，スマートフォンに搭載されている様々なセンサ情報を

利用する．センサ情報を取得にはスマートフォンに搭載さ

れているGPSや加速度センサ，地磁気センサを用いる．こ
れらのセンサ情報をインターネット上のTLIEESサーバに
定期的に送信し，データベースに蓄積する．蓄積された情

報は，PC や携帯端末で閲覧することができる．TLIFES
サーバでは，過去の履歴から異常傾向がないかをチェック

しており，異常が検出された場合は，予め登録されたメー

ルアドレスに対し，アラームメールを配信する．これによ

り，緊急時においても迅速な対応が可能である．

3. 散歩ナビゲーションシステムの提案

提案方式では，TLIFESユーザが写真をアップロードす
る際に，いくつかのタグ情報及び位置情報を写真に付与す

る．タグ情報には危険物や注意箇所の情報を含む．また，景

観のよい場所や推薦できる場所の情報を含むことができる．

その写真の情報を TLIFESサーバに蓄積し，データベース
化を行う．TLIFESユーザが目的地までの経路検索を行っ
た際，目的地までの経路上に，危険箇所や注意箇所などが

ある場合は，その箇所を避けた安全な経路の候補をいくつ

かユーザに提供する．これにより，地域全体としての見守

り機能の強化を可能とする.また，その他のタグ情報から，
普段の散歩経路以外の推奨経路を表示する．これにより自

身の住んでいる町の新しい発見や，地域交流の活性化を促

進する．図１にシステムの処理の流れを表す. 以下に示す
番号は図１の番号に対応している.

(1) 公開情報設定
撮影した写真を TLIFESサーバにアップロードする際，
情報によってはプライベートなものがある為，ユーザ

自身で第三者に対して公開するかどうかの設定を行う．

(2) タグ，コメントの入力
これらの写真を第三者に公開する場合は，タグ，コメン

ト情報をユーザが任意で付与する．タグ情報に関して

は，いくつかのカテゴリ毎に分類されており，ユーザ

がその中から任意に選択を行うことができる．コメン

トに関しては，ユーザがタグ情報以外で付与する必要

性があると判断した情報をテキスト，ボイスなどで入

力を行う. 位置情報に関しては TLIFES サーバ側が自
動的に付与する.

(3) 写真情報のデータベース化
TLIFESサーバは，ユーザから受け取った写真情報の
データベース化を行う．ユーザからルート検索の要求

が行われた際，TLIFESサーバはデータベースから必
要な情報を提供する．

(4) ルート検索条件の入力
TLIFESユーザが自身のスマートフォン端末上で行き
たい目的地を指定すると，その目的地までの経路をユー

ザに提供される．経路探索法としては，GoogleMAPと
国土交通省の提供する数値図 2500を利用し，ダイクス
トラ法や，Aスター法等のアルゴリズムを組み合わせ
た方式で実現できる見込みである [2]．

図 1: 散歩ナビゲーションシステム図

4. まとめ

本稿では，TLIFESの機能強化として，カメラ機能を使
用した散歩ナビゲーションシステムを提案した．また，タ

グ情報の付与方法や，経路探索システムについての方針を

決定した．今後はその方針に従い，実装及び検証実験を行

う必要がある．また，実装後 TLIFESユーザに実際に使用
してもらい，評価を行う必要がある．
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少子高齢化と核家族化の進行 
徘徊行動の増加 

 

地域交流が薄れている現状 

 

見守りに対する関心が増加 

 TLIFES：（Total LIFE Support system） 
 スマートフォンのセンサ類から情報を収集･解析 

 

 モバイルネットワーク環境を利用して住民が情報を共有し、安心して生
活ができる社会を作るための統合生活支援システム 
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見守られる側 
目的地 

道路状況により通行不能 
 

 

事前に危険箇所が判明している場合 
回避するルートを探索・提示可能 

知らずに歩くと怪我の危険性が増加 



目的地まで安全にナビゲーションできるシステム 

周辺状況を簡単に共有，確認できるシステム 

     

    これらの両方を誰もが簡単に利用できるシステム 

 

 

 

スマートフォンに搭載されているカメラ機能を有効活用 
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Ｇｏｏｇｌｅマップ*（ドライブルート検索） 
距離や所要時間，道を曲がる回数などの多くの項目から「最適」と 
思われるルートを提示 

複数のルートが考えられる場合「その他のルート」として別の1~2件の
ルートも表示 

 

 

 

 

6 *https://maps.google.co.jp/ 

道路情報が静的な情報を元に作成 
動的情報に対応していない 

危険箇所などを 
避けた経路を作成不可 



 FixMyStreet Japan* 
地域の課題を見つけた市民が写真を撮影，位置情報等と共に投稿 

市民は問題箇所の閲覧，レポート、自治体への連絡 

連絡を受けた場合や，問題箇所を確認した自治体や市民が解決 
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FixMyStreet.JP 

問題・課題 

市民 自治体 

修復 

レポート 

発見 

修復 

共有・議論 

概要 

https://www.fixmystreet.jp/resources/pdf/FMSJ_intro.pdf 

*https://www.fixmystreet.jp/ 

 

目的：危険箇所報告掲示板 
 

課題点 
ナビゲーションは 

自身で別途設定が必要 
 



特徴 
情報の提供とそれをもとにしたナビゲーション 

データの蓄積、管理、位置や行動情報は 

 すべてTLIFESを利用 

画像のタグ情報に応じたピンで情報の視覚化 
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位置情報 

タグ 
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TLIFESサーバ 
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スマートフォン 

画面表示 

経路検索 

データ要求 

要求データ送信 

すべてＴＬＩＦＥＳ内で実装 

（例） 
危険情報に関するタグ 

危険：（画面表示時のピン）    
生活情報に関するタグ 
人気スポット：  
    （画面表示時のピン）  



 

投稿 

 
 

表示 

 
 

経路探索手法 
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            （35.134587,136.974821） 

 
 
 
 

                 
                 
                               

  撮影した写真 
 
 
 

画面表示 

経路検索 

位置情報 

タグ 

TLIFESサーバ 
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  撮影した写真 
 
 
 

画面表示 
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タグ 

TLIFESサーバ データ要求 

蓄積 

ユーザー 

スマートフォン 

要求データ送信 
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      場所：名城大学正門 
            （35.134587,136.974821） 
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                コメント： 
                              坂道がかなり急です 

  撮影した写真 
 
 
 

画面表示 

経路検索 

位置情報 

タグ 

TLIFESサーバ データ要求 

要求データ送信 
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スマートフォン 
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危険情報のついたピン 

ピンをタップすると，写真のサムネイルを表示 
さらにタップで詳細情報画面 

TLIFES上にアップロードされたタ
グに合致したピンで反映 

危険箇所等を画面で確認 
 

回避して安全に目的地へ 



特徴 
ユーザーが目的地を指定 

指定する際、いくつかの検索条件を選択 

写真情報を元にいくつかの経路を提示 
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目的地 

危険情報のついたピン 

危険箇所を回避した
経路候補 

人気スポットの情報のついたピン 

途中地点を通る 
ルート表示も可能 

地域情報を写真で共有 
地域交流の活性化の促進 



 概要 
 Google Mapでは複数，指定箇所回避経路を算出できない 

 経路探索手法がどのようになっているか開示されていない 
 

     新たに経路探索手法を確立 
 

 国土地理院の数値図2500のデータと 

         Google Mapを対応させる 
 

  詳細な地図情報を利用 

  新規に探索法を適用（ダイクストラ法） 
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確定ノードに隣接しているノードをコストによっ
て順次確定させ，最短経路を算出する方法 
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渡邊博之，他：GoogleMap と数値図2500 を活用した災害時最短経路提示システムの開発，情報処理学会研究報告， 
vol.2011-ITS-45，No.3，Jun，2011，pp-2 ，College of Engineering.NihonUniversity 

 

画像：Google Map 

□：道路隣接点 
○中継点 
△現在地 
◎目的地 
※ID： 
数値図2500の道路隣接点情報 



周辺状況の把握による見守りシステムの強化案 
写真を使用した散歩ナビゲーションシステムを提案 

 

提案方式 
スマートフォンを利用した道路状況情報共有 

数値図2500とダイクストラ法を用いた経路探索手法 
 

今後の予定 
写真による安全箇所，危険箇所の管理手法の検討 

経路検索機能の実装 

複数経路表示方法の評価検討 
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実現済み機能 
現在位置、経路履歴、歩数履歴、行動履歴の閲覧 

日付設定 

緊急時メール通知 

行動判定による異常行動通知 

公開内容設定 

2
1 

本報告の対象 



2
2 

見守る側  対象者の経路が安全な経路であったか判別
しにくい（道路状況、道路勾配など） 
 

事前に危険箇所が判明していれば、
弱者に注意喚起が可能 



１．見守り                   ２．仲間とのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

                         ３．セルフマネジメント 

2
3 

保護者 子供 

家族 高齢者 

弱者の見守り 

家族Ｂ 家族Ａ 

地域の人 地域の人 

相互の見守り 

ＳＮＳ 

[ライフログ] 

歩数 

経路履歴 

運転挙動 

通院履歴 身体情報 

本報告の 
主な対象 
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写真撮影 検索条件入力 

公開情報
設定 

情報設定 
タグ・コメント 
位置情報 

ＴＬＩＦＥＳ搭載のスマートフォン 

写真のアップロード 経路探索 

要求データ送信 データ要求 

ＴＬＩＦＥＳサーバ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 



特徴 
タグはいくつかのカテゴリに分類（現在状態カテゴリのみ確定） 

選択したカテゴリに付随した色を写真に付与し画面表示時にピンに反
映（状態カテゴリのみ例外） 

タグの他に別途コメントを付与することが可能 

状態カテゴリ 
通行危険箇所、通行可能箇所のタグを付与する際に使用 

タグの種類は通行危険箇所、通行可能箇所の２種類 

通行危険箇所、可能箇所それぞれに色を設定 
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（例：状態カテゴリの通行危険箇所のタグを黒として付ける場合） 

投稿写真 

状態カテゴリ：危険 

コメント 

ユーザー設定 

状態カテゴリ：危険 

コメント 

この状態でサーバに保存 

色：黒 



 写真の安全箇所や危険箇所の管理方法 

 経路検索機能の、複数経路表示方法の評価検討 

 プライベート情報に関する取扱いの検討 

 弱者が危険箇所に接近した際のアラート通知方法の検討 

 写真投稿機能、経路検索機能の仕様検討 

 タグ情報、カテゴリ情報の仕様検討 

 画面表示方法の検討 

 ＴＬＩＦＥＳサーバにおける写真データの取り扱い方法の検討 

 各検討内容の実装 
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地図作成API 
(Google Maps API) 
グラフ作成API 

(Google Chart Tools) 

センサ情報格納処理 写真情報格納処理 タグ情報格納処理 

センサ情報登録処理 
(XML解析･ユーザ認

証) 

経路探索処理 

グラフ・地図作成処理 

ユーザ登録処理 

メール配信処理 

インターネット網 

管理サーバ 

データベース 

Apache 

SSL 

スマートフォン 
(Android端末) 

家庭用･携帯用端末 

：TLIFESの基本モジュール 

：提案方式に関わるモジュール 



特徴 
ＴＬＩＦＥＳの機能の一つとして組み込む 

機能を選択と同時にスマートフォンに内蔵されたカメラ機能を
立ち上げ撮影 

撮影した写真の公開範囲設定が可能 

タグ、コメントを付与．コメントに関してはテキスト入力の他に
ボイスなども想定 

位置情報に関しては、写真をアップロードする際自動で付与 
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登録 

写真を撮ってください 

写真 

この写真でよろしい
ですか？ 

はい いいえ 

写真にコメントを
付けますか？ 

テキスト 

ボイス 

スキップ 

OK 

OK 
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写真にタグをつ
けてください 

① ② ③ 
④ ⑤ 

⑥ 
 

いいえ はい 

これでよろしいで
すか？ 
 

⑦ 

登録 
完了 

ホームへ戻
る 

閉じる 

写真登録操作画面
（想定） 

OK 

状況 

カテゴリB 

注意 

危険 

a 

b 

⑧ 
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コメント情報に関
しては、詳細画
面時に表示 
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ユーザーが
投稿した写真
がタグ情報に
付随したピン
で表示 

更新順でピン
の情報が下
に表示 
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現在位置 

カテゴリ選択 

（複数選択可
能） 



概要 
自治体・事業者による情報提供や、個人や地域のＮＰＯおよびボラン
ティア団体による口コミ情報によって車いす対応やベビーシート、駐車
施設のある「トイレ」「授乳室のある施設」などの情報を維持・管理して
いくインターネットプロジェクト.検索条件がかなり幅広くある 

 

33 *http://www.checkatoilet.com/ 

検索画面 詳細画面 



概要 
千葉市がＩＣＴを活用した問題解決に取り組む仕組みの検証の一つ．
スマートフォンやパソコンから、市内の地域課題を写真つきレポートと
してwebに投稿.市民から寄せられた様々な地域課題について検討を
行う投稿課題に対し、仮想業務処理を基本とする 
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*http://chibarepo.cloudapp.net/ 

ちばレポイメージ図 



概要 
サイクリングや道案内等のルートを書いて公開できるサービス.スター

ト位置からゴールまでをなぞるだけで、自動的に最短経路のルートが
完成する．該当経路の勾配もルート上に表示される. 

35 *http://latlonglab.yahoo.co.jp/route/ 



概要 
 iPad専用の地図を使用したwebアプリケーション.地図を指でなぞり、

そのなぞった経路上にある店舗を表示したり、目的地まで指でなぞっ
たルートを選ぶことができる. 

36 *http://latlonglab.yahoo.co.jp/service/map.html 



特徴 
写真をアップロードする際にユーザが選択 
タグはいくつかのカテゴリに分類（現在状態カテゴリのみ確定） 
選択したカテゴリに付随した色を写真に付与し画面表示時にピンに反映
（状態カテゴリのみ例外） 

写真毎に選択できるカテゴリは１種類に限定 
タグの他に別途コメントを付与することが可能 
タグの決定後の変更は可能 

状態カテゴリ 
通行危険箇所、通行可能箇所のタグを付与する際に使用 
タグの種類は通行危険箇所、通行可能箇所の２種類 
通行危険箇所、可能箇所それぞれに色を設定 
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（例：状態カテゴリの通行危険箇所のタグを黒として付ける場合） 

投稿写真 

状態カテゴリ：危険 

コメント 

ユーザー設定 

状態カテゴリ：危険 

コメント 

この状態でサーバに保存 

色：黒 



対応するための計算手法 
 数値図2500 はXY 軸を基にする平面直角座標系 
 GoogleMap では，グリニッジ子午線と赤道の交点を原点とした，極座
標系 

 平面直角座標系（緯度X経度Y）を極座標系(緯度θ経度φ) へ変更 
 

 
 
 
 
 

 φ0は座標系原点の緯度，θ 0 は座標系原点の経度，とするφ１は道路
点１の経度，m0 は座標系原点の縮尺係数，N1 は卯酉線曲率半径 
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渡邊博之，他：GoogleMap と数値図2500 を活用した災害時最短経路提示システムの開発，情報処理学会研究報告， 
vol.2011-ITS-45，No.3，Jun，2011，pp-2 ，College of Engineering.NihonUniversity 



 数値図２５００のデータ表 
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地図作成データ 
 (国土地理院 数値図

2500) 

地図作成API 
(Google Maps API) 
グラフ作成API 

(Google Chart Tools) 

センサ情報格納処理 写真情報格納処理 タグ情報格納処理 

センサ情報登録処理 
(XML解析･ユーザ認

証) 

経路探索処理 

ユーザ登録処理 

メール配信処理 

インターネット網 

管理サーバ 

データベース 

Apache 

SSL 

スマートフォン 
(Android端末) 

家庭用･携帯用端末 

：TLIFESの基本モジュール 

：提案方式に関わるモジュール 

：Google Mapと数値図2500に 
 関わるモジュール 

グラフ・地図作成データ
格納処理 

グラフ・地図作成処理 



地図作成API 
 (Open Street Map) 

地図作成API 
(Google Maps API) 
グラフ作成API 

(Google Chart Tools) 

センサ情報格納処理 写真情報格納処理 タグ情報格納処理 

センサ情報登録処理 
(XML解析･ユーザ認

証) 

経路探索処理 

ユーザ登録処理 

メール配信処理 

インターネット網 

管理サーバ 

データベース 

Apache 

SSL 

スマートフォン 
(Android端末) 

家庭用･携帯用端末 

：TLIFESの基本モジュール 

：提案方式に関わるモジュール 

：Open Street MapとScenargieに 
 関わるモジュール 

Scenargie 

経路探索
に関する
処理 

基本モジュー
ルに関する 
処理 

地図・グラフ作成処理 


